
 

 

 

 

 

 

 

 

―具体的な取組― 

 種別 取組名 取組内容 実施日時 場所 

１ ■交流 

▲連携 

★接続 

夏の小中交流 ・各小学校の授業参観（中学校の教員） 

・テーマ交流 

「学力向上に向けて学習習慣を定着させるために行っている手立て」 

「生徒指導体制」 

8月22日 

10時45分 

～14時30分 

発寒小 

発寒東小 

各教室 

２ ■交流 

▲連携 

★接続 

読み聞かせ ・西陵中 美術部による読み聞かせ「大型紙芝居」 

 

 

8月22日 

13時00分 

～13時30分 

発寒小 

体育館 

３ ■交流 

▲連携 

★接続 

キラキラ7days ・校区内清掃 

 

 

６月27日 

14時45分 

～15時35分 

周辺の公園 

   等 

４ ■交流 

▲連携 

★接続 

学校行事見学 ・西陵中 「合唱コンクール」鑑賞 

 ※発寒東小は、前日の合唱練習を見学・鑑賞。 

 

10月31日 

10時30分 

～12時30分 

西陵中 

体育館 

５ ■交流 

▲連携 

★接続 

参加型授業参観 ・６年生２校による中学校の授業参観・授業参加（美術・英語） 

 

 

12月4日 

９時40分 

～11時30分 

西陵中 

各教室 

６ ■交流 

▲連携 

★接続 

冬の小中交流 

 

 

・中学校の授業参観（小学校の教員） 

・テーマ交流 

 「学習習慣・家庭学習の定着について」「情報交流」 

１月20日 

14時50分 

～16時30分 

西陵中 

７ ■交流 

▲連携 

★接続 

家庭学習の取り組

み（基礎学力） 

・各校６年生卒業後の春季休業中に国語・算数の課題に取り組み、 

 中学進学後に課題を提出 

 

配布：卒業時 

回収：入学後 

西陵中 

 

 

 

 
 

目的 

取組の概要 

9 年間を通

して育てる

子ども像の

確立 

児童生徒の

課題の共有 

学習（指導）

についての

相互理解 

生活（指導）

についての

相互理解 

不登校等の

生徒指導上

の課題の解

決 

学ぶ力の育

成 

豊かな心の

育成 

健やかな身

体の育成 

その他 

児童

生徒
間 

学校行事等の合同実

施や相互参加 

      ２■   

6年生の中学校体験 

 

  ４★ 

５★ 

      

地域行事への参加 

 

      ３▲   

教員
間 

合同研修会 

 

 １■ 

６■ 

       

授業参観 

・授業研究 

  １■       

他校種における授業 

 

         

学力・学習状況の分析

による課題の共有 

 ６■    ７★    

教育
課程 

カリキュラム作成 

 

         

小学校間連携の推進 

 

         

その
他 

その他          

今年度の研究内容 

研究テーマ「広く実践可能な指導方法例の構築」 

・「乗り入れ指導」と「複数学年での合同授業や活動の実施」 

・「交流」「連携」「接続」の区別 

西陵中学校 
発寒東小学校 
発寒小学校 

西 

区 

「交流」の捉え～児童同士、教師間同士のつながり 

「連携」の捉え～目的に向かって小学校・中学校が同一歩調で取り組む 

「接続」の捉え～小学校から中学校へスムーズに移行するための取組 



西陵中学校の様子を見学しました。 

学習に真剣に取り組む制服の後ろ姿を見つ

めながら、中学校の学習レベルに目を丸くし

ていました。また、各学級に掲示している草

書体の毛筆に驚いていました。 

 
 

 中学校の先生が、英語と美術の体験教室を

開催してくださり、子どもたちは進学への意

欲を高めることができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ８月２２日（金）発寒小・発寒東小を西陵中職員が授業参観し、その後実践交流会を行いました。 

尚、同日発寒小学校において西陵中学校美術部が、昼休みを使い、大型紙芝居による読み聞かせを実施し

ました。 

 ２校の授業や生徒の様子を見るだけでなく、各学年での展示物なども拝見し、学習活動の様子が見てと

れました。また、参観後の交流会では、テーマを「家庭学習の習慣化を定着させるために行っている手立

て」とし、現在の取り組み方や方法などの発表をしました。 

 今年度、西陵中にも特別支援学級ができたことにより、支援学級間での交流もできました。 

 交流会は夏と冬の２回実施した。その内容や方法については担当者会議を何度か設定し、行うことがで

きた。具体的には、実践交流会のグループ分けや体験授業が可能かどうかを協議し、実際12月の交流会で、

生徒情報交流を含めたグループ分けや２校の小学生全員を同日同時刻に来校してもらい、短時間だったが

「美術」と「英語」のいずれかの教科の体験授業も実施することができた。今回の成果として交流会の内

容を協議できる担当者会議の必要性、交流会でのグループ分け、体験型の授業参加など試みることができ

たことが成果と言える。また、２校の小６の子どもたちにとっても、専門教科の先生による授業や授業内

容が体験できたことは、進学後の不安も若干解消されたと考える。 

 

 

 

中学生の合唱に取り組む姿勢や歌声に単に憧れるだけで

なく、中学生の姿から学んだことを自分たちに生かそうと

する様子が見られました。 

この９日後に開校40周年記念式典が行われ、かつてない

ほどの素晴らしい歌声が体育館に広がりました。そして今

度は、自分たちが後輩たちに憧れられる立場となりました。 

 

 

今回の合唱コンクール見学を通し、本校には、西

陵中学校の「歌う心」が見事に広がりました。今後、

この「歌う心」を本校の良き伝統とし、堂々と歌う

子どもたちを西陵中学校に進学させたいです。 

西陵中の迫力ある声量と美しい歌声に感動する５・６年生 

 


